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(57)【要約】
【課題】被着体への貼り付け時のリワーク性とともに、ガラス製の被着体に対する良好な
保持力を向上した基材レスシリコーン吸着シートの提供
【解決手段】少なくとも、１分子中に２個以上のアルケニル基を有するジオルガノポリシ
ロキサン、オルガノハイドロジェンポリシロキサン、及びラジカル系光重合開始剤を含有
するシリコーン組成物を白金触媒の存在下で付加反応により硬化してなるシリコーンシー
トであって、前記ラジカル系光重合開始剤が分子中にＮ、Ｐ、Ｓ原子を含まず、かつ、前
記ラジカル系光重合開始剤を前記シリコーン組成物の固形分中に０．３重量％～５．０重
量％含有する基材レスシリコーン吸着シート。

【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも、１分子中に２個以上のアルケニル基を有するジオルガノポリシロキサン、オ
ルガノハイドロジェンポリシロキサン、及びラジカル系光重合開始剤を含有するシリコー
ン組成物を白金触媒の存在下で付加反応により硬化してなるシリコーンシートであって、
前記ラジカル系光重合開始剤が分子中にＮ、Ｐ、Ｓ原子を含まず、かつ、前記ラジカル系
光重合開始剤を前記シリコーン組成物の固形分中に０．３重量％～５．０重量％含有する
基材レスシリコーン吸着シート。
【請求項２】
前記ラジカル系光重合開始剤として、α－ヒドロキシフェニルケトン系光重合開始剤、ベ
ンゾフェノン系光重合開始剤から選ばれる少なくとも１種を含有する請求項１に記載の基
材レスシリコーン吸着シート。
【請求項３】
前記ジオルガノポリシロキサンが、両末端にのみビニル基を有する直鎖状ジオルガノポリ
シロキサン、両末端及び側鎖にビニル基を有する直鎖状ジオルガノポリシロキサン、末端
にのみビニル基を有する分岐状ジオルガノポリシロキサン、末端及び側鎖にビニル基を有
する分岐状ジオルガノポリシロキサンから選ばれる少なくとも１種以上である請求項１又
は請求項２のいずれかに記載の基材レスシリコーン吸着シート。
【請求項４】
請求項１～請求項３のいずれかの基材レスシリコーン吸着シートを２枚の離型フィルムの
離型面間に挟み込んだ離型フィルム付き基材レスシリコーン吸着シートであって、一方の
離型フィルムの離型面と前記基材レスシリコーン吸着シートとの剥離力と、他方の離型フ
ィルムの離型面と前記基材レスシリコーン吸着シートとの剥離力のうち、大きい方の剥離
力を小さい方の剥離力で割った値が、１．５以上である離型フィルム付き基材レスシリコ
ーン吸着シート。
【請求項５】
請求項４に記載の離型フィルム付き基材レスシリコーン吸着シートを用いた被着体の貼り
合せ方法であって、前記被着体の少なくとも一方はガラス製であり、前記離型フィルム付
き基材レスシリコーン吸着シートの前記基材レスシリコーン吸着シートとの剥離力が小さ
い方の離型フィルムを剥離することにより露出したシリコーン吸着層を一方の被着体に貼
り付けた後、前記離型フィルム付き基材レスシリコーン吸着シートの他方の離型フィルム
を剥離することにより露出したシリコーン吸着層を他方の被着体に貼り付け、ＵＶ光が透
過可能な被着体側から、ＵＶ光を照射することにより、前記シリコーン吸着層とガラス製
被着体との吸着力を上昇させる離型フィルム付き基材レスシリコーン吸着シートを用いた
被着体の貼り合せ方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、平滑面を有する被着体に貼ったり剥がしたりするリワークが可能な、基材レス
のシリコーン吸着シートに関するもので、その用途は、光学製品の内部部品の貼り合わせ
に用いられる、所謂Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｃｌｅａｒ　Ａｄｈｅｓｉｖｅ（ＯＣＡ）シート等
である。
【背景技術】
【０００２】
従来から、半導体チップと該チップ取付部等との接着に使用されるシリコーン組成物を剥
離性基材間でシート状に硬化させてなる接着性硬化シリコーンシートが特許文献１などで
開示されている。
【０００３】
一方、基材シートにシリコーン吸着層を積層し、基材シートを含むシリコーン吸着層を被
着体に貼り付けて使用するシリコーン吸着フィルムが、特許文献２などで開示されている
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。
【０００４】
シリコーン吸着フィルムは、貼着後の吸着力が上昇しないため、貼着後に剥がして貼り直
しが容易である性質、すなわち良好なリワーク性を有している。また、シリコーン吸着フ
ィルムは、貼り付け時に被着体との間に空気が入り難く、また、仮に被着体との間に空気
が入ったとしても、この空気を容易取り除くことができる性質、すなわち良好なエア抜け
性を有している。
【０００５】
このように、シリコーン吸着フィルムは、被着体への良好なリワーク性とエア抜け性を有
しているため、貼り間違えた場合の貼り直しや、フィルムが劣化した場合の貼り替えが可
能で、しかも、被着体との間に空気が入ってはいけない用途に好適に使用されている。こ
のような用途としては、画像表示装置の画面の保護フィルムや、店頭や車窓のガラス面に
貼り付ける広告用フィルムなどがある。
【０００６】
ところで、特許文献２のようなシリコーン吸着フィルムは、基材が積層された構成となっ
ているため、任意のプラスチックシートやガラスなどを両面に貼り合せる用途には使用す
ることができない。したがって、シリコーン吸着フィルムが有する、良好なリワーク性、
エア抜け性を特許文献１のような基材レスのシリコーン吸着シートに付与できれば、任意
のプラスチックシートやガラスなどを、両面にリワーク可能に貼り合せることができる。
【０００７】
また、このようなリワーク性やエア抜け性を付与された基材レスのシリコーン吸着シート
は、シリコーン材料の透明性を活かし、光学部材の製品内部へ使用する、所謂Ｏｐｔｉｃ
ａｌ　Ｃｌｅａｒ　Ａｄｈｅｓｉｖｅ（ＯＣＡ）用としても、有用に使用することができ
る。光学部材の内部部品には、高価なものが多く、貼り直しが必要となった場合には、内
部部品を損傷することなく基材レスシリコーン吸着シートを、内部部品からリワークする
ことが要求される。特にガラス製の内部部品はリワーク時に破損し易いため、ガラス製の
内部部品の貼り合わせ用の基材レスシリコーン吸着シートには、より高度なリワーク性が
要求される。
【０００８】
　しかしながら、基材レスシリコーン吸着シートの被着体に対する良好なリワーク性は、
被着体へのシリコーン吸着層の吸着力（粘着力）が小さいほど、良好であり、基材レスシ
リコーン吸着シートの保持力（被着体からの経時による剥がれ難さ）は、被着体へのシリ
コーン吸着層の吸着力（粘着力）が大きいほど、良好になる。したがって、良好なリワー
ク性と、良好な保持力を同時に達成する基材レスシリコーン吸着シートの粘着力の範囲は
狭く、一方の性能を向上しようとすると、他方が悪化する関係になっていた。このため、
被着体への貼り付け時のリワーク性とともに、被着体への貼り付け後の基材レスシリコー
ン吸着シートの保持力（被着体からの経時による剥がれ難さ）を、同時に向上することは
困難であった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２０００－１１９６２７公報
【特許文献２】特開２０１６－１２０６４６公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、被着体への貼り付け時のリワーク性と
ともに、ガラス製の被着体に対する良好な保持力を向上した基材レスシリコーン吸着シー
トの提供を目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
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【００１１】
第１発明は、少なくとも、１分子中に２個以上のアルケニル基を有するジオルガノポリシ
ロキサン、オルガノハイドロジェンポリシロキサン、及びラジカル系光重合開始剤を含有
するシリコーン組成物を白金触媒の存在下で付加反応により硬化してなるシリコーンシー
トであって、前記ラジカル系光重合開始剤が分子中にＮ、Ｐ、Ｓ原子を含まず、かつ、前
記ラジカル系光重合開始剤を前記シリコーン組成物の固形分中に０．３重量％～５．０重
量％含有する基材レスシリコーン吸着シートである。
【００１２】
第２発明は、前記ラジカル系光重合開始剤として、α－ヒドロキシフェニルケトン系光重
合開始剤、ベンゾフェノン系光重合開始剤から選ばれる少なくとも１種を含有する第１発
明に記載の基材レスシリコーン吸着シートである。
【００１３】
第３発明は、前記ジオルガノポリシロキサンが、両末端にのみビニル基を有する直鎖状ジ
オルガノポリシロキサン、両末端及び側鎖にビニル基を有する直鎖状ジオルガノポリシロ
キサン、末端にのみビニル基を有する分岐状ジオルガノポリシロキサン、末端及び側鎖に
ビニル基を有する分岐状ジオルガノポリシロキサンから選ばれる少なくとも１種以上であ
る第１発明又は第２発明のいずれかに記載の基材レスシリコーン吸着シートである。
【００１４】
第４発明は、第１発明～第３発明のいずれかの基材レスシリコーン吸着シートを２枚の離
型フィルムの離型面間に挟み込んだ離型フィルム付き基材レスシリコーン吸着シートであ
って、一方の離型フィルムの離型面と前記基材レスシリコーン吸着シートとの剥離力と、
他方の離型フィルムの離型面と前記基材レスシリコーン吸着シートとの剥離力のうち、大
きい方の剥離力を小さい方の剥離力で割った値が、１．５以上である離型フィルム付き基
材レスシリコーン吸着シートである。
【００１５】
第５発明は、第４発明に記載の離型フィルム付き基材レスシリコーン吸着シートを用いた
被着体の貼り合せ方法であって、前記被着体の少なくとも一方はガラス製であり、前記離
型フィルム付き基材レスシリコーン吸着シートの前記基材レスシリコーン吸着シートとの
剥離力が小さい方の離型フィルムを剥離することにより露出したシリコーン吸着層を一方
の被着体に貼り付けた後、前記離型フィルム付き基材レスシリコーン吸着シートの他方の
離型フィルムを剥離することにより露出したシリコーン吸着層を他方の被着体に貼り付け
、ＵＶ光が透過可能な被着体側から、ＵＶ光を照射することにより、前記シリコーン吸着
層とガラス製被着体との吸着力を上昇させる離型フィルム付き基材レスシリコーン吸着シ
ートを用いた被着体の貼り合せ方法である。
【発明の効果】
【００１６】
本発明の基材レスシリコーン吸着シートのシリコーン吸着層は、付加反応型シリコーンを
主成分とし、分子中にＮ、Ｐ、Ｓ原子を含まないラジカル系光重合開始剤を固形分中に０
．３～５．０重量％含有させたシリコーン組成物で構成されるため、本発明の基材レスシ
リコーン吸着シートを用いれば、基材レスシリコーン吸着シートを被着体を貼り合せた後
にＵＶ照射することで、基材レスシリコーン吸着シートとガラス製被着体との吸着力（粘
着力）を上昇させることができる。このため、被着体への貼り付け時の良好なリワーク性
を確保しつつ、貼り付け後のガラス製被着体と基材レスシリコーン吸着シートとの経時に
よる剥がれ防止性能を向上することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
（層構成）
　本発明の基材レスシリコーン吸着シートは、基本的には、シリコーン組成物を硬化させ
たシリコーン吸着層単層からなるものあるが、この形態に限定されるものではなく、２種
のシリコーン吸着層を積層した基材レス吸着シートや、シリコーン吸着層に他種の吸着剤
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着シートは、実使用上、シリコーン吸着層への異物の付着等を防止するため、シリコーン
吸着層を、２枚の離型フィルムの離型面間に挟み込んだ離型フィルム付き基材レスシリコ
ーン吸着シートの形態で供される。
【００１８】
（シリコーン吸着層）
本発明のシリコーン吸着層は、ガラス製被着体を含む被着体同士を基材レスシリコーン吸
着シートにより貼り合せた後には、経時でずれたりすることなく密着しているが、貼り直
すために、被着体から取り外す場合には、容易に被着体から再剥離することが可能なもの
である。また、本発明のシリコーン吸着層は、ガラス製被着体に貼り付けた後、ＵＶ照射
することにより、シリコーン吸着層とガラス製被着体との吸着力を上昇することが可能な
ものである。なお、本発明のガラス製被着体とは、そのすべてがガラス製である必要はな
く、シリコーン吸着層を貼り付ける面の一部がガラス製であればよい。シリコーン吸着層
を貼り付ける面の一部がガラス製であれば、被着体と本発明の基材レスシリコーン吸着シ
ートのシリコーン吸着層とを貼り付けた後にＵＶ照射することで、少なくとも被着体表面
のガラス製部分とシリコーン吸着層との吸着力は上昇する。
【００１９】
（シリコーン）
本発明のシリコーン吸着層を形成するシリコーンは、透明性、耐久性に極めて優れている
とともに柔軟性を有しているので、被着体への密着性に優れている。
【００２０】
本発明のシリコーン吸着層に用いるシリコーンの性状としては、透明性が高く、ゴムのよ
うな柔軟性を持っていて、シリコーン吸着層面が被着体表面に沿うことが求められる。さ
らに剥離の際には、小さい剥離力で、容易に剥離できることが求められる。また、少なく
とも厚み１０μｍ以上で、目付け加工の方法を用いることなく、塗工及び加熱処理だけで
架橋させてシリコーン吸着層を設けることが求められる。このためには、シリコーンの硬
化反応に際して、白金触媒等のもとで、１５０℃以下の低温短時間で深部まで架橋し、透
明で耐熱性、圧縮永久歪み特性に優れかつ低粘度で液状タイプである、１分子中に２個以
上のアルケニル基を有するジオルガノポリシロキサンと架橋剤としてＳｉＨ基を有するオ
ルガノハイドロジェンポリシロキサンとの付加反応により熱架橋するガム成分と呼ばれる
付加反応型液状シリコーン組成物を主成分とすることが好ましい。
【００２１】
１分子中に２個以上のアルケニル基を有するジオルガノポリシロキサンとしては、両末端
にのみビニル基を有する直鎖状ジオルガノポリシロキサンと、両末端及び側鎖にビニル基
を有する直鎖状ジオルガノポリシロキサンと、末端にのみビニル基を有する分岐状ジオル
ガノポリシロキサンと、末端及び側鎖にビニル基を有する分岐状ジオルガノポリシロキサ
ンとから選ばれる少なくとも１種を用いると良い。
【００２２】
これらのジオルガノポリシロキサンの１形態としては、下記一般式（化１）で表せられる
、両末端にのみビニル基を有する直鎖状ジオルガノポリシロキサンが挙げられる。
【００２３】
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【化１】

【００２４】
 （式中Ｒは下記有機基、ｎは整数を表す）
【００２５】
【化２】

【００２６】
（式中Ｒは下記有機基、ｎ、ｍは整数を表す）
【００２７】
このビニル基以外のケイ素原子に結合した有機基（Ｒ）は異種でも同種でもよい。有機基
（Ｒ）の具体例としてはメチル基、エチル基、プロピル基などのアルキル基、フェニル基
、トリル基、などのアリール基、又はこれらの基の炭素原子に結合した水素原子の一部又
は全部をハロゲン原子、シアノ基などで置換した同種又は異種の１価炭化水素基（非置換
又は置換の脂肪族不飽和基を除く）が挙げられ、その少なくとも５０モル％がメチル基で
あることが好ましい。このジオルガノポリシロキサンは単独でも２種以上の混合物であっ
てもよい。
【００２８】
両末端および側鎖にビニル基を有する直鎖状ジオルガノポリシロキサンは、上記一般式（
化１）中のＲの一部がビニル基である化合物である。末端にのみビニル基を有する分岐状
ジオルガノポリシロキサンは上記一般式（化２）で表せられる化合物である。末端及び側
鎖にビニル基を有する分岐状ジオルガノポリシロキサンは、上記一般式（化２）中のＲの
一部がビニル基である化合物である。
【００２９】
１分子中に２個以上のアルケニル基を有するジオルガノポリシロキサンの重量平均分子量
としては、４，０００～７００，０００の範囲のものが好ましい。前記のジオルガノポリ
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シロキサンの重量平均分子量が４，０００未満であると、硬化性が低下したり、被着体へ
の吸着力が低下してしまう。また、７００，０００を超えると、組成物の粘度が高くなり
すぎて製造時の撹拌が困難になる。
【００３０】
（架橋剤）
架橋反応に用いる架橋剤としては、オルガノハイドロジェンポリシロキサンが挙げられる
。オルガノハイドロジェンポリシロキサンは、１分子中にケイ素原子に結合した水素原子
を少なくとも３個有するものであるが、実用上からは分子中に２個の≡ＳｉＨ結合を有す
るものをその全量の５０重量％までとし、残余を分子中に少なくとも３個の≡ＳｉＨ結合
を含むものとすることがよい。分子の形状としては、直鎖状、分岐状、環状のものを使用
できる。
【００３１】
前記アルケニル基を有するジオルガノポリシロキサン中のアルケニル基（Ａ）に対する、
オルガノハイドロジェンポリシロキサン中のＳｉＨ基（Ｂ）のモル比（Ａ）／（Ｂ）が１
．０～２．０の範囲となるように配合することが好ましく、１．０～１．５の範囲となる
ように配合することがより好ましい。モル比（Ａ）／（Ｂ）が１．０未満では架橋密度が
不足して、凝集力が低下し、シリコーン吸着層の保持力が著しく低くなってしまうことが
あり、逆に２．０を超えると架橋密度が高くなり、適度な吸着力及びタック性が得られず
、貼着時に気泡の混入も発生しやすくなる。また、本発明のシリコーン吸着層は、ガラス
製被着体への貼り付け後にＵＶ照射することにより、ラジカル系光重合開始剤からラジカ
ルが発生して、シリコーン吸着層中のＳｉＨ基が、ガラス製被着体の水酸基やシラノール
基と結合し、シリコーン吸着層とガラス製被着体の吸着力を上昇させることを目的とする
ものである。したがって、本発明のシリコーン吸着層は、白金触媒の存在下で付加反応に
より硬化したのちに、シリコーン吸着層中のＳｉＨ基が多く残存することが好ましい。モ
ル比（Ａ）／（Ｂ）が、１．０～１．５の範囲となるように配合することにより、白金触
媒の存在下での付加反応後の残存ＳｉＨ基を多くすることができる。
【００３２】
（付加反応触媒）
架橋反応に用いる付加反応触媒は、塩化白金酸、塩化白金酸のアルコール溶液、塩化白金
酸とアルコールとの反応物、塩化白金酸とオレフィン化合物との反応物、塩化白金酸とビ
ニル基含有シロキサンとの反応物、白金－オレフィン錯体、白金－ビニル基含有シロキサ
ン錯体、ロジウム錯体、ルテニウム錯体などが挙げられる。また、これらのものをイソプ
ロパノール、トルエンなどの溶剤や、シリコーンオイルなどに溶解、分散させたものを用
いてもよい。架橋反応したシリコーン吸着層は、シリコーンゴムのような柔軟性を持った
ものとなり、この柔軟性が被着体との密着を容易にさせる。
【００３３】
前記触媒の添加量は、シリコーン組成物の合計１００重量部に対し、貴金属分として５ｐ
ｐｍ以上、特に１０ｐｐｍ以上とすることが好ましい。５ｐｐｍ未満では硬化性が低下し
、架橋密度が低くなり、保持力が低下することがある。但し添加量が多すぎると、処理浴
の使用可能時間が短くなる場合がある。
【００３４】
（ラジカル系光重合開始剤）
本発明のシリコーン吸着層は、ラジカル系光重合開始剤を必須の成分とするものである。
本発明に使用するラジカル系光重合開始剤は、分子中にＮ、Ｐ、Ｓ原子を含まないもので
ある。本発明者は、鋭意努力の結果、シリコーン吸着層中にラジカル系光重合開始剤を含
有することにより、シリコーン吸着層をガラス製被着体に貼り付けた後にＵＶ照射すれば
、貼り付け後のシリコーン吸着層とガラス製被着体との吸着力を、短時間で上昇できるこ
とを見出した。本発明者は、さらに研究した結果、Ｎ、Ｐ、Ｓ原子が白金触媒の触媒毒と
なるのと同様に、ラジカル系光重合開始剤にＮ、Ｐ、Ｓ原子が含まれると、貼り付け後の
シリコーン吸着層にＵＶ照射しても、分子中にＮ、Ｐ、Ｓ原子が含まれないラジカル系光
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重合開始剤を使用したときのようには、シリコーン吸着層とガラス製被着体との吸着力が
上昇しないことを見出した。本発明に使用可能なラジカル系光重合開始剤としては、α－
ヒドロキシフェニルケトン系光重合開始剤、ベンゾフェノン系光重合開始剤が挙げられる
。
シリコーン吸着層のシリコーン組成物は、その固形分中に、ラジカル系光重合開始剤を０
．３重量％以上５．０重量％以下含有することが好ましく、１．５重量％以上３．５重量
％以下含有することがより好ましい。シリコーン組成物固形分中のラジカル系光重合開始
剤含有割合が０．３重量％を下回ると、ＵＶ光を照射しても、シリコーン吸着層とガラス
製被着体との吸着力が上昇しなくなり、５．０重量％を上回ると、シリコーン吸着層の透
明度が低下する。
【００３５】
本発明のシリコーン吸着層においては、上記の付加反応型液状シリコーン組成物に対して
、反応性、及び／又は非反応性のシリコーンレジン成分を加えても良い。反応性、及び／
又は非反応性のシリコーンレジン成分を加えることにより、シリコーン吸着層の被着体に
対する吸着力や保持力を上昇させることができる。
【００３６】
（非反応性ＭＱレジン）
非反応性のシリコーンレジンとしては、Ｍ単位（Ｒ３ＳｉＯ１／２：Ｒはメチル基、フェ
ニル基などの１価の有機基）とＱ単位（ＳｉＯ１／２・４）からなる、反応性官能基を有
さない非反応性ＭＱレジンが挙げられる。非反応性ＭＱレジンは、Ｍ単位（Ｒ３ＳｉＯ１

／２）とＱ単位（ＳｉＯ１／２・４）からなるオルガノポリシロキサンであるが、本発明
においては、特に非反応性ＭＱレジンと呼ぶこととする。非反応性ＭＱレジンは、分子内
にビニル基などの脂肪族不飽和基等の反応性官能基を有さない。
【００３７】
非反応性ＭＱレジンのＲ３ＳｉＯ１／２単位／ＳｉＯ１／２・４単位のモル比は、０．６
～１．８であるものが好ましい。前記Ｒ３ＳｉＯ１／２単位／ＳｉＯ１／２・４単位のモ
ル比が０．６未満では、シリコーン組成物に非反応性ＭＱレジンを加えても、シリコーン
吸着層の吸着力やタックが上昇しないことがあり、１．８を超えると、シリコーン組成物
に非反応性ＭＱレジンを加えても、シリコーン吸着層の吸着力や保持力が上昇しないこと
がある。
【００３８】
非反応性ＭＱレジンの重量平均分子量（Ｍｗ）は、１００，０００～３００，０００、特
に１５０，０００～２５０，０００のものが好ましい。非反応性ＭＱレジンの重量平均分
子量（Ｍｗ）が１００，０００未満であると、シリコーン組成物に非反応性ＭＱレジンを
加えても、所望のシリコーン吸着層の吸着力が得られなくなる。一方非反応性ＭＱレジン
の重量平均分子量（Ｍｗ）が３００，０００を超えると、シリコーン吸着層が塑性変形し
やすくなり、異物混入に起因する気泡がシリコーン吸着層に発生しやすくなる。
【００３９】
シリコーン吸着層のシリコーン組成物は、その固形分中に、非反応性ＭＱレジンを０．０
１～５．０重量％含有することが好ましく、０．１～１．０重量％含有することが、より
好ましい。非反応性ＭＱレジンの含有量が０．０１重量％未満であると、非反応性ＭＱレ
ジンを加えても、シリコーン吸着層の吸着力が上昇しない。一方、５．０重量％を超える
と、シリコーン吸着層が塑性変形しやすくなり、異物混入に起因するシリコーン吸着層の
気泡が発生しやすくなる。
【００４０】
（反応性ＭＱレジン）
本発明の反応性シリコーンレジンとしては、分子中にシラノール基を有する反応性レジン
が挙げられる。反応性シリコーンレジンは、具体的には、分子末端に水酸基を有する、（
ＯＨ）－（（Ｒ１）２（ＳｉＯ））ｐ－Ｈで表されるオルガノポリシロキサンレジン（式
中ｐは１００から１０，０００の整数を表す。）、または分子側鎖に水酸基を有する、Ｈ
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－（Ｒ１（ＯＨ）ＳｉＯ）ｑ－Ｈで表されるオルガノポリシロキサンレジン（式中ｑは１
００から１０，０００の整数を表す。）であり、その分子構造としては、直鎖状、分岐鎖
状、分岐状環状が例示される。中でも直鎖状であることが特に好ましい。直鎖状または分
岐鎖状の場合、分子鎖末端基としてはトリメチルシロキシ基、ジメチルハイドロジェンシ
ロキシ基が例示される。
【００４１】
また反応性シリコーンレジンの１形態としては、（Ｒ１）２（ＯＨ）ＳｉＯ１／２単位、
（Ｒ１）３ＳｉＯ１／２単位及びＳｉＯ２単位からなり、１分子中に１以上のシラノール
基（ＯＨ基）を有するオルガノポリシロキサンレジン、いわゆる反応性ＭＱレジンも挙げ
られる。本発明のシリコーン組成物を硬化させてなるシリコーン吸着層については、シリ
コーンの被着体への移行を防止する見地から、反応性ＭＱレジンに含まれる全ての官能基
、すなわち、官能基ＯＨおよび官能基（Ｒ１）３の総和のうち、０．５～１０モル％がシ
ラノール基（ＯＨ基）であることが好ましく、１～５モル％がシラノール基（ＯＨ基）で
あることが特に好ましい。
【００４２】
反応性シリコーンレジンを構成するＳｉＯ２単位に対する（Ｒ１）２（ＯＨ）ＳｉＯ１／

２単位および（Ｒ１）３ＳｉＯ１／２単位のモル比の和は０．５～１．２であることが好
ましく、０．６～０．９の範囲内であることが特に好ましい。（Ｒ１）２（ＯＨ）ＳｉＯ

１／２単位および（Ｒ１）３ＳｉＯ１／２単位のＳｉＯ２単位に対するモル比の和が０．
５未満では反応性ＭＱレジンを含有させてもシリコーン吸着層の吸着力が上昇しない場合
があり、前記モル比が１．２を超えると、シリコーン吸着層の保持力が低下することがあ
る。
【００４３】
Ｒ１は、独立に炭素原子数１～１０の非置換もしくは置換の一価炭化水素基であり、具体
的にはメチル基、エチル基、プロピル基、イソプロピル基、ブチル基、イソブチル基、te
rt－ブチル基、ペンチル基、ネオペンチル基、ヘキシル基、ヘプチル基、オクチル基など
のアルキル基、フェニル基、トリル基、キシリル基、ナフチル基などのアリール基、シク
ロペンチル基、シクロヘキシル基、シクロヘプチル基などのシクロアルキル基、ビニル基
、アリル基、プロペニル基、イソプロペニル基、ブテニル基、ペンテニル基、ヘキセニル
基などのアルケニル基、およびこれらの一価の炭化水素基の一個以上の水素原子がフッ素
原子、塩素原子、臭素原子等のハロゲン原子、シアノ基などで置換された基、例えば、ク
ロロメチル基、２－ブロモエチル基、３－クロロプロピル基、３，３，３－トリフルオロ
プロピル基、クロロフェニル基、フルオロフェニル基、などが挙げられる。工業的には、
メチル基が好ましく、前記反応性レジンに含まれる全ての官能基、すなわち、前記のシラ
ノール基（ＯＨ基）および前記の官能基Ｒ１の総和のうち、９０～９９．５モル％がメチ
ル基であることが好ましく、９５～９９モル％がメチル基であることが特に好ましい。
【００４４】
本発明のシリコーン吸着層において、反応性シリコーンレジンの使用量としては、１分子
中に少なくとも２個以上のアルケニル基を有するジオルガノポリシロキサンと、オルガノ
ハイドロジェンポリシロキサンとを含有するシリコーン組成物に対して固形分中の１重量
％以上であることが好ましい。反応性シリコーンレジンの配合量が１重量％未満では、シ
リコーン組成物を硬化させてなるシリコーン吸着層の被着体に対する吸着力が上昇せず、
反応性レジンを加えた効果が得られない。但し、反応性シリコーンレジンの使用量が多す
ぎると、反応性シリコーンレジンに含まれるシラノール基等の官能基が残存ＳｉＨ基と反
応し、残存ＳｉＨ基が少なくなるおそれがある。残存ＳｉＨ基が少なくなると、シリコー
ン吸着層をガラス製被着体に貼り付けた後にＵＶ照射しても、貼り付け後のシリコーン吸
着層のガラス製被着体との吸着力が上昇せず、本発明の目的を達成できなくなる。このた
め、反応性シリコーンレジンは、ＵＶ照射による吸着力の上昇に影響が少ない範囲で、使
用することが好ましい。
【００４５】
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（溶剤）
本発明に係るシリコーンの市販品の形状は、無溶剤型、溶剤型、エマルション型があるが
、いずれの型も使用できる。なかでも、無溶剤型は、溶剤を使用しないため、安全性、衛
生性、大気汚染の面で非常に利点がある。但し、無溶剤型であっても、所望の膜厚を得る
ための粘度調節のために、必要に応じてトルエン、キシレンなどの芳香族炭化水素系溶剤
、ヘキサン、ヘプタン、オクタン、イソパラフィンなどの脂肪族炭化水素系溶剤、メチル
エチルケトン、メチルイソブチルケトンなどのケトン系溶剤、酢酸エチル、酢酸イソブチ
ルなどのエステル系溶剤、ジイソプロピルエーテル、１、４－ジオキサンなどのエーテル
系溶剤、またはこれらの混合溶剤などが使用される。
【００４６】
前記溶剤の添加量は、シリコーン組成物の合計１００重量部に対し、１，０００重量部以
下が好ましく、９００重量部以下がより好ましい。１，０００重量部を超えると、シリコ
ーン組成物塗工液の粘度が低くなりすぎるので、塗工後から硬化までの間に、塗工された
シリコーン吸着層が一部流動し、シリコーン吸着層表面の均一性が低下することがある。
【００４７】
シリコーン吸着層の性状としては、ゴムのような柔軟性を持っていて被着体への貼着時に
被着体の表面の凹凸に追従して吸着力を確保することが求められる。そして、シリコーン
吸着層の膜厚は、被着体に対するシリコーン吸着層の吸着面方向の剪断力を確保するため
に少なくとも１０μｍ以上、通常は１０～３００μｍが好ましく、２０～２５０μｍがよ
り好ましい。１０μｍ未満であると被着体に対する基材レスシリコーン吸着シートの保持
力が確保できず、長期貼り付け時には、基材レスシリコーン吸着シートが被着体から剥が
れ易い。また、シリコーン吸着層の厚みが３００μｍを超える場合には、シリコーン組成
物の使用量が多くなり、基材レスシリコーン吸着シートの製造コストの上昇を招いてしま
う。
【００４８】
（離型フィルムＡ）
離型フィルムＡは、シリコーン吸着層の表面の汚れや異物付着を防ぐことや、基材レスシ
リコーン吸着シートのハンドリングを向上させるための樹脂フィルム製の離型フィルムで
ある。離型フィルムＡ上にシリコーン吸着層を構成するためのシリコーン組成物塗工液を
塗工することにより、離型フィルムＡとシリコーン吸着層を積層することができる。本発
明で使用する離型フィルムＡとしては、ポリエチレンテレフタレートや、ポリエチレン、
ポリプロピレン等よりなる剥離性の高い樹脂フィルムよりなり、所望により、表面にフッ
素系材料等の剥離剤を塗工して、離型層を形成したものが使用される。
【００４９】
離型フィルムＡ上へのシリコーン吸着層の塗工方法としては、ロールコーター、グラビア
コーター、バーコーター、ナイフコーター、ダイコーター等が適宜使用される。
【００５０】
（離型フィルムＢ）
離型フィルムＢは、離型フィルムＡと同様に、シリコーン吸着層の表面の汚れや異物付着
を防ぐことや、基材レスシリコーン吸着シートのハンドリングを向上させるために用いら
れる。樹脂フィルム製の離型フィルムＢを離型フィルムＡ上に積層されたシリコーン吸着
層の表面に貼り合わせることによりシリコーン吸着層上に離型フィルムＢを積層する。離
型フィルムＢとしては、ポリエチレンテレフタレートや、ポリエチレン、ポリプロピレン
等よりなる剥離性の高い樹脂フィルムよりなり、所望により、表面にフッ素系材料等の剥
離剤を塗工したものが使用される。  
【００５１】
離型フィルムＡとシリコーン吸着層の剥離力と、離型フィルムＢとシリコーン吸着層の剥
離力は、どちらが大きくても良いが、一方の離型フィルムの離型面とシリコーン吸着層と
の剥離力と、他方の離型フィルムの離型面とシリコーン吸着層との剥離力のうち、大きい
方の剥離力を小さい方の剥離力で割った値は、１．５以上が好ましく、２．５以上がより
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好ましい。剥離力の差は、例えば、離型層の塗工乾燥重量に差をつけることで、達成する
ことができる。
【００５２】
大きい方の離型フィルムの剥離力を小さい方の離型フィルムの剥離力で割った値を、１．
５以上とすることにより、本発明の基材レスシリコーン吸着シートの使用時に、剥離力の
小さい側の離型フィルムをシリコーン吸着層から剥離させても、もう一方の離型フィルム
がシリコーン吸着層から剥離したり、浮き上がったりすることがない。
【００５３】
離型フィルムの厚みは、通常１０～２００μｍの範囲が好ましく、２５～１００μｍの範
囲がより好ましい。１０μｍ未満では薄すぎて加工時の取り扱い性が悪くなり、２００μ
ｍを超えると、厚すぎて硬くなり加工時の取り扱い性が悪くなる。また、シリコーン吸着
層との剥離力が小さい方の離型フィルムの厚みは、剥離力が大きい側の離型フィルムより
も薄くすることが好ましい。シリコーン吸着層との剥離力が小さい方の離型フィルムは、
先に剥離させるため、もう一方よりも剥離し易いことが好ましく、もう一方よりも薄くす
ることにより、さらに剥離し易くすることができる。
【実施例】
【００５４】
本発明を、以下の実施例、比較例を用いて、更に具体的に説明する。なお、本発明はこれ
らの実施例によって制限されるものではない。なお、各実施例中の「部」は特に断ること
のない限り、重量部を示したものである。
【００５５】
（離型フィルムＡ）
厚み５０μｍの二軸延伸されたポリエチレンテレフタレートフィルムの片面に、フロロシ
リコーン系剥離剤を、乾燥重量が０．０３ｇ／ｍ２となるようグラビアコーターで塗工し
、熱風乾燥して離型層を形成した離型フィルムＡを作製した。
【００５６】
（シリコーン吸着層の形成）
表１に示す実施例１～５、比較例１～４の成分の各シリコーン吸着層塗工液を、乾燥後膜
厚が１００μｍになるように離型フィルムＡの離型層上に塗工し、１５０℃、１００秒間
加熱して塗工液を架橋させてシリコーン吸着層を形成し、実施例１～５、比較例１～４の
シリコーン吸着層を得た。また、表１に示す比較例５、６成分の各シリコーン吸着層塗工
液を、乾燥後膜厚が１００μｍになるように、離型層を形成していない厚み５０μｍの二
軸延伸されたポリエチレンテレフタレートフィルムの片面に塗工し、１５０℃、１００秒
間加熱して塗工液を架橋させてシリコーン吸着層を形成し、比較例５、６のシリコーン吸
着層を得た。
【００５７】
（離型フィルムＢ）
厚み３８μｍの二軸延伸されたポリエチレンテレフタレートフィルムの片面にフロロシリ
コーン系剥離剤を、乾燥重量が０．２０ｇ／ｍ２となるようグラビアコーターで塗工し、
熱風乾燥して離型層を形成した離型フィルムＢを作製した。離型フィルムＡ、及び離型層
を形成していないポリエチレンテレフタレートフィルム上に積層されたシリコーン吸着層
に、離型フィルムＢの離型層面を圧着させた後、室温にて２４時間エージングして、両面
に離型フィルムが貼り付けられた実施例１～５、比較例１～６の基材レスシリコーン吸着
シートを得た。
【００５８】
（離型フィルムの剥離力）
実施例１～５、比較例１～６の基材レスシリコーン吸着シートを幅２５ｍｍに切断した後
、各基材レスシリコーン吸着シートの離型フィルムＡ、又は離型層を形成していないポリ
エチレンテレフタレートフィルム側を両面粘着テープ（日東電工製「Ｎｏ．５００」）に
て平面上に貼り付けた。この状態で、室温２５℃の環境下で、引張り試験機を用いて、離
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型フィルムＢをシリコーン吸着層から、１８０°の剥離角度、剥離速度：１，２００ｍｍ
／ｍｉｎで剥離し、離型フィルムＢの剥離力（ｍＮ／２５ｍｍ）を測定した。測定結果を
表１（項目ｂ）に示す。比較例５、６の基材レスシリコーン吸着シートは、剥離力測定中
にシリコーン吸着層が離型フィルムＡから浮き上がり、正確な値が測定できなかったので
、表１には測定不能と記載した。次に、離型フィルムＢの剥離力測定に使用した実施例１
～５、比較例１～４の基材レスシリコーン吸着シートの離型フィルムＢを剥離したことで
露出したシリコーン吸着層を平面上に貼り付け、離型フィルムＢの剥離力と同様の方法で
、離型フィルムＡの剥離力を測定した。その結果を表１（項目ａ）に示す。シリコーン吸
着層の平面上への貼り付けには、両面粘着テープ（日東電工製「Ｎｏ．５００」）にシリ
コーン粘着テープを貼り合せたものを使用した。すなわち、シリコーン粘着テープの粘着
面が露出するように、シリコーン粘着テープを両面粘着テープ（日東電工製「Ｎｏ．５０
０」）にて、平面上に貼付け、露出したシリコーン粘着テープの粘着面にシリコーン吸着
層を貼り付けた。
【００５９】
（ソーダ石灰ガラスに対するシリコーン吸着層の吸着力評価）
実施例１～５、比較例１～４の基材レスシリコーン吸着シートを幅２５ｍｍに切断した後
、離型フィルムＢを剥離したシリコーン吸着層を幅２５ｍｍ、厚さ５０μｍの透明ＰＥＴ
フィルムに貼り付けた。次に、各実施例、各比較例の基材レスシリコーン吸着シートから
離型フィルムＡを剥離し、離型フィルムＡを剥離したことで露出したシリコーン吸着層を
厚み３ｍｍのソーダ石灰ガラス板に２Ｋｇのゴムローラーを２往復させる方式で圧着し、
圧着後室温で３０分放置した。基材レスシリコーン吸着シートのソーダ石灰ガラス板への
圧着に際しては、基材レスシリコーン吸着シートの端部がソーダ石灰ガラス板の端部より
、約３０ｍｍ飛び出すようにし、これを次に実施するシリコーン吸着層の吸着力評価での
つまみとして利用した。
【００６０】
室温２５℃の環境下で、引張り試験機を用いて、厚さ５０μｍのＰＥＴフィルムが貼り付
けられたシリコーン吸着層を、ソーダ石灰ガラスから、前記つまみを利用して、１８０°
の剥離角度、剥離速度：１，２００ｍｍ／ｍｉｎで剥離し、シリコーン吸着層の吸着力（
ｍＮ／２５ｍｍ）を測定した。測定結果を表１（項目ｃ）に示す。
【００６１】
 （ＵＶ照射後の透明性評価）
前記シリコーン吸着層の吸着力評価と同様に、実施例１～５、比較例１～４の基材レスシ
リコーン吸着シートを幅２５ｍｍに切断した後、離型フィルムＢを剥離したシリコーン吸
着層を幅２５ｍｍ、厚さ５０μｍの透明ＰＥＴフィルムに貼り付けた。次に、各実施例、
各比較例の基材レスシリコーン吸着シートから離型フィルムＡを剥離し、離型フィルムＡ
を剥離したことで露出したシリコーン吸着層を厚み３ｍｍのソーダ石灰ガラス板に２Ｋｇ
のゴムローラーを２往復させる方式で圧着し、圧着後室温で３０分放置した。シリコーン
吸着層でＰＥＴフィルムを貼り合せたソーダ石灰ガラスに、コンベア式ＵＶ照射装置（Ｇ
Ｓ製ＣＳ３０）にて２００ｍｊ/ｃｍ２の積算光量のＵＶ光を照射して、シリコーン吸着
層をさらに硬化した。ＵＶ光の照射については、透明ＰＥＴフィルム側から照射した。基
材レスシリコーン吸着シートのソーダ石灰ガラス板への圧着に際しては、基材レスシリコ
ーン吸着シートの端部がソーダ石灰ガラス板の端部より、約３０ｍｍ飛び出すようにし、
これを次に実施するシリコーン吸着層の吸着力評価でのつまみとして利用した。ＵＶ照射
後の各実施例、比較例のソーダ石灰ガラス、シリコーン吸着層、及び、厚さ５０μｍのＰ
ＥＴフィルムの３層が積層された部分を、ＪＩＳ  Ｋ７１０５に準じ、積分球式濁度計（
日本電色工業株式会社製、ＮＤＨ２０００）にて全光線透過率を測定し、下記の基準によ
り透明性を評価した。
◎：全光線透過率が９０％以上である。
○：全光線透過率が８０～８９％である。
×：全光線透過率が８０未満である。
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評価結果を表１（項目ｆ）に示す。
【００６２】
（ソーダ石灰ガラスに対するＵＶ照射後のシリコーン吸着層の吸着力評価）
室温２５℃の環境下で、引張り試験機を用いて、ＵＶ照射後の透明性評価に使用した厚さ
５０μｍのＰＥＴフィルムが貼り付けられたシリコーン吸着層を、ソーダ石灰ガラスから
、前記つまみを利用して、１８０°の剥離角度、剥離速度：１，２００ｍｍ／ｍｉｎで剥
離し、シリコーン吸着層の吸着力（ｍＮ／２５ｍｍ）を測定した。測定結果を表１（項目
ｄ）に示す。
また、ＵＶ照射によるシリコーン吸着層の吸着力の上昇を、下記の基準により評価した。
評価結果を表１（項目ｅ）に示す。
◎：  ＵＶ照射により、吸着力が１．６倍以上に上昇した。
○：  ＵＶ照射による吸着力の上昇が、１．１倍以上から１．６倍未満であった。
×：  ＵＶ照射による吸着力の上昇が、１．１倍未満であった。
【００６３】
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